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― コロナ禍の年、3 月を迎えて ― 

  学 長  木村 國子 

「3 月の 声のかかりし あかるさよ」 富安 風生 

 3 月を迎え、日差しに明るさと温かさが感じられるようになりました。長い間の

コロナ自粛の中で、今年は特に明るい春が待たれます。 

昨年 3 月緊急事態宣言が発令され、突然全国すべての学校が休校を余儀なくされ

て以来、今月で 1 年目を迎えます。シルバー大学としては令和 2 年度の最後の月、

まとめの月でもあり感慨ひとしおです。今年度は、今まで経験したことの無い大変

な年になりました。 

 昨年度、大事な行事である学芸会、閉講・卒業式の見送りに始まり、今年度も開

講・入学式、学園祭、合同講義、再度の学芸会中止という決断に迫られました。そ

の中で、皆様の知恵と工夫により、協力をいただきながら令和 2 年度の閉講・卒業

式を簡略ながら行うことが出来るのは、大変嬉しいことです。 

 今年度は、後藤八重子さんが目出度く百歳を迎え、昨年度の

苅部きよのさんに続き、シルバー大学 2 番目の百歳学生誕生を

祝うことになります。なんと喜ばしいことでしょう!!  

後藤さんは、昭和 60 年 4 月にシルバー大学に入学し、以来 36

年間常任理事として学校運営に携わり、また、自分史教室の学

生として意欲的に学び、常に的確な判断と積極的な発言で皆の

信頼を得、リードしてくれる頼もしい存在です。シルバー大学  祝/長寿賞・後藤八重子さん 

の生き字引として、これからも活躍を期待しています。この様な大勢の学生さんた

ちの力でシルバー大学は 37 年以上の歴史を刻んでこられたのですね。感謝!! 

 今年度は卒業生(5 年)49 名、奨励賞(10 年)48 名、学長賞(20 年)13 名、理事長賞

(30 年)0 名、長寿賞(100 歳)1 名です。色々ご苦労があったと思いますが、やり遂げ

た喜びを分かち合いたいと思います。 

 不自由なコロナ禍の自粛生活の中で、こういう時だからこそ、人と人とのつなが

りを大切にしたいと切に思いました。人に迷惑をかけずに、しっかり防御をした上

で、自己責任の下に自分のやりたいことを工夫し、あきらめず追求することも大切

です。 

 最後に、12 月に計画してお知らせしました「チャリティーバザー」ですが、コロ

ナ自粛のために 3 月に延期します。誘い合わせてお越し下さい。 

4 月からの新年度が良き年になりますように願っています。 

（※バザー日時 3 月 12日午後 2 時より 生涯学習センター3 階第 3,4 会議室） 
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投稿       ≪≪ 吟行会に参加して ≫≫ 

 荒川シルバー大学は令和２年度に入り、新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、当初

の予定が多数中止され、どうなるかと思いましたが、「俳句教室」は 6 月下旬になりや

っと第一回目の教室が始まりました。しかしながら教室の収容定員を制限され、二

つの教室に分かれて行われました。その後第二回目以降は、全員一緒に一つの教室

に落ち着きました。 

 京先生就任以来毎年複数回吟行会が行われてきました。教室を離れて有名な庭園

等を訪ね、その庭園や建造物の雰囲気を感じ取り、季節の風を受け自分に刻み込ん

で句作に励み、その次の教室で発表するという課程になります。各人の感じ方、受

け止め方を知り、自分の気付きが足りなかった点を反省するばかりです。 

 因みにこれまで訪問した先は、向島百花園、清澄庭園、小石川後楽園、小石川植

物園、六義園、神代植物公園等々です。今年度の教室が遅く始まった関係で出来な

いと思ったのですが、幸い予定が組まれて、今回は湯島の岩崎邸庭園へ行くことに

なりました。 

 11 月 26 日(木)地下鉄千代田線湯島駅に午前 10 時に集合、講師・学生 18 名で出

発しました。前日の雨天で寒かったのとは大違い。快晴で汗をかく程でした。入り

口で検温をしてもらい、手指の消毒をしてから中に入りました。 

洋館は、ジョサイア・コンドルの設計により、明治 29 年(1869 年)に完成したと

いうことですが、築後 120 余年を経過した現在でも、しっかりした構造を保ってい

ました。隣の撞球室も同氏の設計とのことでしたが、山荘風の校倉造りで洋館と地

下道で繋がっていました。広い芝庭は日本式の池泉とは違ってのびのびと活動でき、

邸宅として使用していた時代は、数々の催しに利用されたと思います。庭に面した

各部屋はガラス窓が大きく、日光を取り入れ明るく暮らせたことでしょう。また隣

接する和風建築物も拝見し、庭に出て大きな庭石に感心しました。 

11 時半に集合し、皆で記念写真に納まり、不忍池へと向かいました。枯れた蓮を

眺めたり、周囲の景色を見たりして、12 時に自由解散となりました。また来年度も

楽しみにしております。 

 吟行句より十句紹介します。 

 松の木を昇りきらずに蔦紅葉  謡 

 明眸を更に際立て白マスク    幸 

  洋館を覆ふヴェールや鱗雲   智 

 歴史ある館に冬日燦燦と    信 

 自分史をとつとつ語る囲炉裏端  郁子 

 悠久を生きる巨木の冬支度   芽衣     

 携へし手の温もりや初時雨   かづ 

 冬うらら水鳥憩ふ池静か   ふみ子 

 換気する都電窓から入る落葉  麗子 

 庭小春どれも巨岩の岩崎邸   京 

                       

（ 俳句教室  西野 信 ） 
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≪≪ 人生のエポック ≫≫ 

 過ぎし日を振り返ってみると、不思議な奇縁が偶然というか運命的というか、い

くつかある。誰しもそんな経験があると思う。その時に全く逆の事象になっていた

ら、または全く起きていなかったら、自分の人生はどうなっていただろうか。そん

なことを考えてみると違う人生が見えてくる。その奇縁が幸運をもたらしたか、或

いは不運をもたらしたかによっても違ってくるだろう。そんな中の一つで幸運とし

か言いようのない奇縁をこの頃、ふと思い出す。 

 それは私が、物心がつかない二歳の頃に起きた。昔、セ 

ルロイドで出来たキューピーの人形があった。母が台所仕事

をしていて、私が居間で一人遊んでいた時、それは起きた。

火鉢を覗き込みながらキューピーの人形を火にかざし 

たらしい。たちまちキューピーに火が移り、私の顔を襲った。

結果は悲惨なものだった。そう、顔全体に大火傷を負ってし

まったのだ。母は動転して父を呼び、直ぐに医者に連れて行った。そこで「ケロイ

ドは残るだろうか」と父が恐る恐る聞いたところ、医者の答えは、「これだけの火傷

だ。残らない訳がないだろう」だった。それまで子供がなく十年ぶりに授かった子

供だった。両親の悲嘆と落胆は大きかった。 

父がなじみの喫茶店で思い詰めた顔でいると、心配した店主が事情を聞いた。そ

れが転機だった。店主が火傷に効く家伝の薬を作っている家を教えてくれた。その

家の稼業は植木屋さんで薬はその家に代々伝わっていたようだ。薬を分けてくれて

親切に使い方を教えてくれたそうです。でも、火傷に良く効くが、顔での火傷は初

めてで効くかどうか判らないと心配そうに言ったようだ。すぐにその薬を塗ったと

ころ、不思議なことに今まで泣き叫んでいた私がすっと泣き止んですやすやと眠っ

たそうです。乾いたら、その上に塗り、自然に剝がれるまで何度でも繰り返すよう

に云われていたようだ。結果は完治だった。父が待ちきれず、途中で様子を見るた

め瞼の上を少し剥がしたので、そこにかすかに傷跡が今でも残っている。 

この話は私には全く記憶がない。折にふれて両親や叔父が話してくれて判ったこ

とだ。この奇縁は何だったろうか、努力して得られたものではない。この幸運は何

故起きたのだろうか不思議でならない。奇縁としか言いようがない。唯、私のその

後の人生を左右する重大な分かれ目、エポックだったことは確かだ。 

幸運をもたらしたこの奇縁に感謝。   （ 自分史教室  岩﨑 芳民 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●スポーツ安全保険について● 

 令和 3 年度より、4 月 16 日の開講・入学式までに申し込みをされた

学生と講師・助手には保険は付加されますが、4 月 17 日以降に申し込

まれた学生には、適用されませんのでご了承下さい。 

                （ 荒川シルバー大学福利厚生部 ） 
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☆ 令和２年度 閉講・卒業式・表彰状授与式 ☆ 

期日：３月１７日（水） 会場：サンパール荒川 小ホール 

① 閉講・卒業式      １０時～1１時 

② 表彰状授与式  １１時２０分～１２時 

 

上記のとおり、時間差を設けて別々に行います。お祝いする側と致しまして、会場の人

数制限を考慮し、講師および常任理事の有志のみの式典出席とさせていただきます。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

★学芸会・交歓会中止のお知らせ★ 

3 月 17 日に予定されていた「交歓会」は、新型コロナウィルスの感染防止対策として中

止になりました。                   

◆◆◆◆◆ 2 月 の 学  園  日  誌   ◆◆◆◆◆ 

※ 事務局だより ※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 日 

3 日 

5 日 

15 日 

 

令和 3 年度学芸会会場申請（施設部） 

常任理事会・役員会 

～26 日 令和 3 年度募集受付 

閉講・卒業式・表彰状授与式 

受賞者名簿作成/案内葉書作成 

16日 

26日 

26日 

 

広報委員会 

講師会 

シルバーだより 363 号作成 

 

1.令和 3 年度の募集申込み受付について 

3年度の募集受付が無事終了致しました。区の生涯学習課、福祉高齢者課および

広報課、施設管理課、生涯学習センター他、皆様より多大なるご協力をいただき

心より感謝申しあげます。また役員の方々には、お手伝い頂きありがとうござい

ました｡  

2.受講生二次募集について 各教室の若干名の追加募集を致します。 

日時：3 月 4 日（木）～5 日（金）午後１時～３時 会場：シルバー事務所 

3.『写真教室第８回作品展』のお知らせ 

期日：3 月 14日（日）～18日（木）時間：9 時～20時 

会場：サンパール荒川 ARAKAWA1-1-1 ギャラリー 

 (初日は 12 時より最終日は 15時まで)  

 

（事 務 所）TEL3801-5740 FAX3801-5691 

（ホームページ）http://www.arakawa‐silver.com /   室長：田原 


